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一
二
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子
供
が
増
え
始
め
て
も
、

そ
の
子

一供
た
ち
が
成
長
し
て
働
き
始
め
る

の
は
二
十
年
先
。

つ
ま
り
、

人
ロ

減
少
対
れ
は
力
働
人

口
減
少
対
れ

の
印
効
率
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
し

た
が

っ
て
、

才
働
人

口
減
少
対
れ
、

と
く
に
国
先

の
対
無

と
し
て
は
別

の
内
容
を
考
え
な
く
て
は
な
り
ま

せ
ん
。

才
勧
生
産
性
向
上
、

外
国

人
労
働
者

の
史

八
れ
、

あ
る
い
は

輸

入
品
の
活
用
な
ど
が
考
え
ら
れ

ま
す
。

輸

入
品
は
海
外
で
生
産
さ

れ
ま
す
の
で
、

吉
わ
ば
関
接
的
に

外
国
人
才
勧
牙
を
活
用
し
て
い
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

今

は
勧

い
て
い
な

い
人
た
ち
に
勧

い

て
も
ら
う
と
い
う
祝
点
も
あ
り
ま

す
。
た
と
え
ば
、

①
Ｂ
世
代
、

つ

ま
り
も
捨
者

の
皆
さ
ん
に
え
え
な

う
ち
は
働

い
て
預
く
と
い
う
れ
点

で
す
。

こ
の
点
は
、

第
二
の
高
持
考
扶

二
〇
〇
日
午

の
虫
生
率
が
容
表

さ
れ
ま
し
た
。

小
数
点
二
住
ま
で

だ
誓

一
０
９

十一年

の

丁

二
九
と

同
じ
で
す
が
、

皮
答
に
言
う
と

一
・
二
人
八
。
ま
た
低
下
で
す
。

さ
て
、
ど
う
し
た
も
の
で
し
ょ
う

か
。

こ
の
間
処
、

二
つ
の
祝
点
に

分
け
て
考
え
る
こ
と
が
兆
妥

で
す

第

一
は
人

口
減
少
そ
の
も
の
ヘ

の
対
朱
。
こ
れ
に
は
女
性
が
虫

左

・
育
児
を
決
断
す
る
こ
と
の
眸

害
を
来
り
除
く
こ
と
が
有
効
で
す
（

た
と
え
ば
、

働

い
て
い
た
女
性
が

玉
職
し
て
出
産

中
イ
児
に
年
念
し

た
場
合

の
逸
失
所
得
は
二
千
万
円

を
上
口
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

後
耽
し
て
も
十
二
丸
採
用
や
年
功

賃
金
と
い
う
生
が
あ
り
、

生
近
所

得
の
逸
失
分
は
相
当

の
全
額
で
す
。

こ
う

い
う
点

へ
の
対
代
を
報
じ
る

と
効
果
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。

虫

産
印
人

口
増
カロ
で
す
か
ら
、

第

一

の
間
処
に
は
印
効
率

に
な
り
ま
す
。

第

二
は
力
働
人

口
斌
夕
。

第

一

の
人

口
減
夕
対
れ
が
効
を
未
し
て

泰

の
れ
点
と
関
係
し
て
い
ま
す
。

人

口
全
体
が
減
り
、

才
働
人

口
が

減
少
し
て
も
、

そ
れ
で
社
会
が
う

ま
く
口
る
な
ら
関
処
は
あ
り
ま
せ

ん
。

で
も
、

実
際
は
う
ま
く
口
ら

い 問 音 小 当 妥 札 手 り か を と え せ は 午 が す れ 増 は  せ を 除 な な
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( タイトル夫字は者宋 占 内兵爪 さん< T E L i  7 8 2  1 3 5 6 > の作品)

一 ― 党 王 山 近 辺 の名 店 を続 々準B介 しきす r  ― ―

<今 回 は、「ボンショr 7 + ギ タ 」されです >

く、通く1昔横浜、神戸にもt lらっしゃるとの こと。 こう

したことにも、このボンシ ョワ ナ ガタさんの 「品

揃 えの確かさ」が表れていますね。皆様も、覚王山

バス停付近を歩かれる際には、是非立ち寄 ってみて

ください。
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